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遠い昔のことでした。男IJ所の里の、真夜中 も温かくわく湯の中で、談笑する見なれない二人の坊さん

がお りました 。深夜の入湯が、毎夜 々々のことになって・・・・・・。ある夜、湯屋番は二 人の跡 をつけました。

安楽寺の黒門をくぐった二つの影法師は、本堂の裏手の木立へ消えました。木立の中の開山堂には、

この寺を 開 いた樵谷(し ょうこく) ・幼牛(ょ っぎゅう)お二人の木像がまつられています。有明けの

月明りで見るその像 はしっと りと湿 って、かすかに湯の香がにおって、そばにはぬれた手ぬぐいが・・・。

木像 のお二人が、毎夜温泉へ入 りに来 られたのだろうと里人はうわさしあったということです。
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市民の動き

( 1月 1日現在)

110，546人 (+83) 

53，955人 (+51) 

女 56，591人(+32) 

世帯数 32，561人 ( +31) 

( )内は前月比です。
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く市内から危険箇所をなくそう〉

犬
な
ど
の
ペ

y

ト
に
か
ま
れ
た
。
防

護
さ
く
や
ふ
た
め
な
い
小
さ
な
川
へ
子

供
が
落
ち
た
。
空
地
な
ど

の
境
界
に
使

わ
れ
て
い
る
パ
ラ
線
で
ケ
ガ
を
し
た
な

ど
、
私
た
ち
の
周
囲
に
は
、
恩
わ
ぬ
と

き
に
恩
わ
ぬ
事
故
に
あ
う
危
険
な
場
所

や
物
が
以
外
に
多
く
あ
る
の
に
気
づ
き

ま
せ
ん
か
:
:
・
。

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
危
険
な
箇
所

を
な
く
す
運
動
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
「
r
A

つ
い
た
危
険
箇
所
」
を
連
絡

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

市
職
員
も

定
期
的
に
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
危
険

箇
所
の
権
認
と
笠
備
を
進
め
、
明
る
く

安
全
な
住
み
よ
い
生
活
環
境
‘
つ
く
り
を

図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
危
険
箇
所
を
な
く
す
運
動
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
総
ぐ
る
み
で
点
検
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
管
理
者
(設
置
者
)

自
身
が
そ
の
危
険
箇
所
に
気
づ
き
、
盤

備
す
る
こ
と
に
よ
り
事
故
を
未
然
に
防

い
だ
り
、
「
隣
り
の
こ
と
だ
か
ら
、
さ

さ
い
な
こ
と
だ
か
ら
」
と
放
っ
て
お
い

て
、
事
故
が
発
生
し
、
金
銭
や
感
情
問

題
に
発
展
す
る
こ
と
を
防
ぐ
と
と
も
に

み
ん
な
が
よ
り
安
全
な
市
民
生
活
を
自

覚
し
、
斬
極
的
な
事
故
防
止
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。

連
絡
は
電
話
で

秘
密
は
守
リ

結
果
を
通
知
し
ま
す

「
気
づ
い
た
危
険
箇
所
」
を
連
絡
し

て
い
た
だ
い
た
場
合
は
、
た
だ
ち
に
そ

の
管
建
者
に
通
知
し
、
そ
の

処
置
の
結

果
に
つ
い
て
連
絡
し
て
い
た
だ
い
た
人

に
通
知
し
ま
す
。

危
険
箇
所
の
管
理
者
へ
の
通
知
に
あ

た
っ
て
は
、
連
絡
者
の
氏
名
・
住
所
な

ど
は
い
っ
さ
い
匿
名
あ
つ
か
い
と
し
、

個
人
の
秘
密
を
守
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

号

連
絡
は
、
電
話
で
結
繕
で
す
。
ど
ん

な
小
さ
な
事
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
考
え
ら
れ
る
危
検
箇
所
〉

用
水
、
橋
、
池
、
材
料
置
場
、
立
木

工
作
物
、
建
物
、
動
物
(
ペ
ッ
ト
類
)

運
動
用
具
な
ど
。

た
だ
し
、
法
律
や
条
例
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
も
の
は
除
き
ま
す
。
例
、え

ば
、
工
場
の
機
械
へ
の
安
全
カ
バ

l
、

建
設
工
事
現
場

の
安
全
対
策
な
ど
で
す
む

〈
連
絡
事
項
〉

ー
、
危
険
箇
所
の
場
所
と
管
理
者
の
氏

名。

石
油
九
九
・
八
%
を
輸
入

大
切
に
使
お
う

身
近
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

〈

2
月
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
〉

私
た
ち

の
暮
ら
し
は
、

灯
油
で
暖
を

と
る
、
炊
事
や
洗
た
く
を
す
る
、
テ
レ

ビ
を
見
る
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
石
油
や

ガ
ス
、
電
力
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

っ
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
し
に
は

一
日
も
す
ご
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、
わ
が
国
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

の
ほ
と
ん
ど
を
海
外
に
依
存
し
て
い
ま

す
。こ

の
限
り
あ
る
貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
を
ム
ダ
な
く
、
有
効
に
使
お
う
と

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
国
民
運
動
と
し
て
、

日
常
生
活

の
な
か
に
定
着
さ
せ
な
け
れ

ば
・
:
こ
ん
な
機
運
が
高
ま

っ
て

い
ま
す
。

現
在
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
は
、
わ
ず
か

一
二
%
に
す
ぎ
ま
せ
ん。

特
に
石
油
は
、
九
九
・
八
%
を
輸
入
に

地
球
が
ふ
る
え
て
い
ま
す
。

石
油
を
大
切
に
使
お
う

1¥ 

< F 

四
平
方

U
で

一
階
に
は
、
体
育
や
レ

2
、
危
険
な
状
態
の
説
明
。

3
、
連
絡
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
な
ど

(
結
果
の
報
告
に
必
要
)

〈
連
絡
先
〉

市
民
相
談
室

(
宮
@
四
一

O
O
内
線

二
七
六
)
生
活
交
通
謀
生
活
係

(
宮
@

四
一

O
O
内
線
二
七
七

)

た
よ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
石
油
時
代
も
遠
か
ら
ず
終
り
ま

す
。
わ
が
国
で
も
「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計

画
」
で
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

の
開
発

を
い
そ
い
で
い
ま
す
が
、
す
ぐ
に
は
間

に
合
い
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
石

油
。

こ
の
石
油
め
節
約
こ
そ
「
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
運
動
」
の
大
き
な
柱
で
す
。
使

い
方
を
く
ふ
う
し
て
、
ム
ダ
の
な
い
生

活
を
送
る
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

q 

産直再開
12月から 2か月間休んでいた「産地直送

事業」を今月 15日附から再開しますので、

市内のスーパ一、小売腐でお求めくださし、。

「塩釜港直送の

一塩ニシンJ

特大のもの 1匹120円です。

資
料
を
展
示
す
る
資
料
室
や
図



だ一一一(宮?諸説A23) 第 784号一

個
人
の
秘
密
を
守
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
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十
月
完
成
目
指
し
急
ピ
ッ
チ

〈
農
村
総
合
モ
デ
ル
地
区
の
小
井
田
へ
〉

い
の
場
と
し
て
三
地
区
の
中
心
的
役
割

を
は
た
す
「
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
」

(
豊
殿
小
井
団
地
籍
)
の
建
設
を
総
事

業
費
二
億
五
千
八
百
万
円
を
費
や
し
、

今
年
十
月
完
成
を
目
指
し
て
急
ピ

y
チ

で
進
め
て
い
ま
す
。

』
F

本
体
が
姿
を
あ
ら
わ
し
、
工
事
が

進
む
小
弁
田
の
工
事
現
場

企
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

完
成
予
想
図

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
二
階
建
て
、
延
面
積
一
千
七
百
十

4

市
内
上
室
賀
に
お
住
ま
い
の
塩
沢

争
亨
(
す
す
む
)
き
ん
(
八
十
四
歳
)

4

か
ら
「
教
育
の
た
め
に
役
立
て
て
く

酔
だ
さ
い
」
と
、
一
千
万
円
の
ご
寄
付

4

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

砂
市
は
、
塩
沢
さ
ん
の
ご
意
志
を
尊

4

重
し
て
、
市
立
図
書
館
へ

n
塩
沢
文

争
庫
。
を
設
け
、
約
一
千
五
百
冊
の
図

晴
香
を
購
入
し
て
蔵
書
の
充
実
を
図
り

4
F

ま
す
。

団
石
井
市
長
は
、
塩
沢
き
ん
の
ご
厚

教
育
に
役
立
て
て
と

塩
沢
さ
ん
が
一
千
万
円

市
政
功
労
章
を
贈
呈

ぐ、'

四
平
方
灯
で
、

一
階
に
は
、
体
育
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
結
婚
ひ
ろ
う
宴
、

各
種
会
合
な
ど
を
行
う
四
百
十
五
平
方

灯
と
広
い
多
目
的
ホ

l
ル
を
中
心
に
、

大
小
三
つ
の
会
議
室
、
料
理
実
習
室
、

保
健
管
理
室
、
大
き
な
浴
そ
う
の
あ
る

入
浴
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
二
階
に
は

農
業
の
生
産
や
技
術
の
向
上
な
ど
の
研

究
・
講
習
な
ど
に
使
う
農
事
研
究
室
、

視
聴
覚
資
料
室
、
農
薬
や
作
物
な
ど
の

意
に
感
謝
の
意
を
こ
め
て
、
昨
年
十

二
月
、
市
長
室
で
市
政
功
労
章
と
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

塩
沢
き
ん
は
、
大
変
な
倹
約
家
で

生
活
を
最
低
限
度
に
お
き
、
ぇ
、
貯
金

を
し
蓄
、
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
三
十
三
年
か
ら
は
、
川
西

地
区
の
小
泉
・
室
賀
・
浦
里
小
学
校

の
新
入
学
児
童
に
、
四
十
八
年
ま
で

百
円
、
四
十
九
年
か
ら
は
三
百
円
づ

一
億
円
ご
寄
付
の

成
沢
定
平
さ
ん
に

市
政
功
労
章
を
贈
呈

資
料
を
展
示
す
る
資
料
室
や
図
書
室
、

生
活
改
善
実
習
室
な
ど
が
あ
り
、
完
成

後
は
、
三
地
区
の
皆
さ
ん
の
研
修
の
場

と
し
て
、
ま
た
、
お
年
寄
り
、
主
婦
、

子
供
さ
ん
な
ど
が
お
ふ
ろ
に
入
り
ゆ
っ

く
り
休
養
し
た
り
、
運
動
会
や
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
う
楽
し
い
憩
い

の
場
と
し
て
大
い
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

つ
貯
金
し
た
貯
金
通
帳
を
贈
り
貯
蓄

を
呼
び
か
け
ら
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

塩
沢
さ
ん
は
「
知
恵
の
あ
る
も
の

は
知
恵
を
、
金
の
あ
る
も
の
は
金
を

だ
し
て
世
の
中
を
明
る
く
す
る
の
が

つ
と
め
。
私
は
、
倹
約
し
て
貯
金
し

て
き
た
が
、
金
は
良
い
こ
と
に
使
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

四
十
九
年
度
に
固
め
指
定
を
受
け

神
科
、
神
川
、
豊
殿
三
地
区
の
農
業
の

近
代
化
を
図
る
「
農
村
総
合
整
備
モ
デ

ル
事
業
」
は
、
道
路
、
水
路
、
防
災
施

設
な
ど
の
整
備
事
業
が
着
々
と
進
み
、

三
地
区
が
近
代
的
な
明
る
い
農
村
地
帯

に
生
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
農

業
技
術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
憩

・ヲ・

五
十
年
七
月
に
「
郷
土
の
た
め
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
、
一
億
円

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
、
成
沢
定

平
さ
ん
(
七
十
八
歳
・
東
京
都
)

へ
、
石
井
市
長
は
、
昨
年
十
二
月
、

市
長
室
で
、
市
政
功
労
章
と
記
念
品

を
贈
り
、
そ
の
ご
厚
意
に
感
謝
の
意

を
表
し
ま
し
た
。

成
沢
き
ん
か
ら
の
ご
寄
付
は
、
上

田
市
自
然
運
動
公
園
の
建
設
費
に
使

わ
れ
ま
し
た
。
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お知らせ申告は正しく早目に
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市
県
民
税
の
申
告
を
二
月
十
六
日
幽

か
ら
三
月
十
五
日
同
ま
で
、
市
役
所
一

階
市
民
税
課
で
受
付
ま
す
の
で
「
正
し

い
申
告
と
納
税
」
の
た
め
、
期
限
内
に

必
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

一
率
十
万
円
の
青
色
申
告
控
除
が

l月21日恒例の出初式が行われ、市内

17個分団、 1265名の消防団員が整然と

市内を行進。 市役所前で市長(写真左

上台上、左側)消防部長(同右)の観閲

(を受けました。

期
限
近
く
な
り
ま
す
と
、
窓
口
が
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
は
早
目
に

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
は
、
各
世
帯
に
配
布
し
た
申
告

に
つ
い
て
の
通
知
書
に
載
っ
て
い
る
「
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
」
の
事

項
に
該
当
す
る
人
は
、
必
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

申
告
し
な
い
と
、
課
税
の
き
い
不
利

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
国
民
健

康
保
険
、
国
民
年
金
、
児
童
手
当
な
ど

市
役
所
が
行
う
各
種
の
受
給
資
格
審
査

な
ど
の
基
礎
資
料
に
も
な
り
ま
す
の
で

必
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

申
告
書
は
、
一
世
帯
一
部
あ
て
配
布

し
ま
す
の
で
、
同
一
世
智
で
申
告
す
る

人
が
二
人
以
上
い
る
場
合
は
、
市
役
所

市
民
税
課
、
ま
た
は
塩
田
・
川
西
・
豊

殿
の
各
支
所
へ
申
し
で
て
く
だ
さ
い
。

遠
く
の
人
は

「
出
張
受
付
会
場
」
へ

申
告
き
れ
る
皆
き
ん
の
利
便
を
考
慮

し
て
、
左
表
の
日
程
で
出
張
受
付
を
行

い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
へ
お
で

か
け
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
合
せ
〉

市
民
税
課
市
民
税
第
一
係
(
宮
@
四

一
O
O
内
線
二
=
二
・
二
三
二
有
線
②

O
六
一
一
)

相

相…
所
得
税
の
申
告
も
…

…
3
月
日
固
ま
で
に
…

…

税

務

署

へ

…

相

伊所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
も
二
月

十
六
日
幽
か
ら
三
月
十
五
日
同
ま
で
で

す
。
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税
務

署
の
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
自
に
申
告
し
て
く
だ
さ

今
年
か
ら
新
し
く
申
告
さ
れ
る
人
は

申
告
用
紙
を
税
務
署
か
市
役
所
市
民
税

課
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
や
農
業
と
給
与
所
得
で
確

定
申
告
す
る
人
は
、
市
役
所
市
民
税
課

ま
た
は
出
張
受
付
会
場
で
も
、
申
告
相

談
を
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

地区名 会場名 受 付 日

豊 里 農協豊里事業所 2月16日幽

殿 城 市役所望殿支所 2月16日幽

下上学本本海郷郷北、、東中五野加、学、五海加南、、 塩田解放会館 2月19日(月)

保上小野島、舞、回下、小八島木沢、 塩田解放会館 12月20日ω

泉 回 泉田公民館 2月21日嗣

別所・野倉 相 染 関 2月21日嗣

石平井寺神、、 柳鈴 子沢、 鈴 子公民館 2月22日嗣

下 之 郷 下之郷公民館 2月22日嗣

)11 辺 川辺町会館 2月23日幽

室 賀 室賀生活改善センター 2月23日幽

城 下 三 好町会館 2月26日(月)

泉 小 泉 区 民 会 館 2月26日(月)

浦 里 市役所川西支所 2月27日(刈

神 科 上野が丘公民館 2月28日嗣

下組、中組、奈良尾 農協富士山支所 13月 1日同

西前山、手塚、山田 手塚公民館 3月 2日樹

十人、塩田新町、東前山 西塩田会館 13月 5日(月)

神 }II 農協神川事業所 3月 6日(刈

塩 尻 農協塩尻事業所 3月 7日嗣

納税申告出張受付日程表な
っ
た
場
合
は
、
翌
年
以
降
、
三
年

〈
実
施
日
v

司「') 

日
か
ら
十
六
日
ま
で

還
付
の申

告
は
早
目
に

※受付時間は、午前 9時30分から午後 4時まで

です。

税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定

申
告
も
早
目
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
税
金
が
還
付
さ
れ
る
人
〉

1
、
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅

を
買
っ
た
人
。

2
、
病
気
な
ど
の
た
め
、
多
額
の
医
療

費
を
支
払
っ
た
人
。

3
、
五
十
三
年
の
中
途
で
退
職
し
、
年

末
調
整
を
し
て
い
な
い
人
。

4
、
予
定
納
税
の
あ
る
人
で
、
確
定
申

告
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人
。
:
・

・
:
:
な
ど
で
す
が
、
く
わ
し
く
は
税

務
署
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

(
宮

@
一
二
三
四
)

一
青
色
申
告
は
…

…

お

得

で

す

…

…
税
務
署
で
ご
相
談
を
…

青
色
申
告
の
申
請
書
は
、
三
月
十
五

日
同
ま
で
に
税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
青
色
申
告
を
す
る
と
次
の
よ
う

な
特
典
が
あ
り
ま
す
の
で
、
税
務
署
の

窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

1
、
家
族
従
業
貝
(
妻
や
子
供
)
に
支

払
う
給
与
の
全
額
を
事
業
の
必
要
経

費
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
、
個
人
事
業
を
法
人
(
会
社
)
と
み

な
し
、
会
社
の
社
長
と
同
棟
に
庖
な

ど
か
ら
報
酬
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
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な
っ
た
場
合
は
、
翌
年
以
降
、
三
年

間
の
利
益
か
ら、

順
次
繰
越
控
除
が

で
き
ま
す
。
そ
の
他
多
く
の
特
典
が

あ
り
ま
す
。

3
、
一
率
十
万
円
め
青
色
申
告
控
除
か

認
め
ら
れ
ま
す
。

4
、
商
売
が
計
画
ど
お
り
行
か
な
く
な

っ
た
り
、
そ
の
年
の
収
支
が
赤
字
に

〈
実
施
日
〉

一
一
月
十
三
日

ω
l農
協
神
川
支
所
、

上
野
が
丘
公
民
館
、
塩
田
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー
。

一一月
+
五
日
同

1
新
田
区
民
会
館
、

川
辺
町
会
館
、
川
西
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ゆ

ニ

回

目

の

ゆ

叫
三
種
混
合

ω

…

予

防

接

種

…

二
回
固
め
三
種
混
合
予
防
接
種
を
次

に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
人

は
最
寄
り
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

1
、
五
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

2
、
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
五
十
一
年

六
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で

三
種
混
合
、
ま
た
は
二
種
混
合
予
防

接
種
を
一
回
し
か
受
け
て
い
な
い
人

お
よ
び
一
回
も
受
け
て
い
な
い
人
。

二
月
十
六
日
幽

l
市
健
康
セ
ン
タ
ー

三
好
町
会
館

〈
受
付
時
間
〉

各
会
場
と
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

二
時
三
十
分
ま
で
で
す
。

〈
予
備
日
・
そ
の
他
〉

三
回
目
の
予
防
接
種
は
、
三
月
十
三

カh

え

老人のための

明るいまちだより

お
寒
い
な
か
お
元
気
で
す
か
。

私
は
、
健
康
を
保
つ
た
め
に
こ
ん
な
こ
と
を

励
行
し
て
い
ま
す
が
、
皆
き
ん
の
参
考
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

忙
が
し
く
て
も
毎
日
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か

ら
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
く
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
い
つ
も
お
お
ら
か
に
、
く
よ
く
よ

せ
ず
、
物
事
に
悩
み
を
持
た
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
「
げ
ん
の
し
よ
う
こ
」
「
ど
く

だ
み
」
「
は
と
麦
」
「
ハ
プ
茶
」
「
き
は
だ
」
な
ど
八

種
類
の
薬
草
を
薬
局
で
調
合
し
て
も
ら
い
、
そ

れ
を
煎
じ
て
毎
日
お
茶
が
わ
り
に
の
ん
で
い
ま
す

幸
い
、
歩
い
て
も
、
自
転
車
に
乗
っ
て
も
、

ま
だ
、
ま
だ
、
若
い
人
に
は
負
け
な
い
馬
力
を

持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

上

田

商

工

会

議

所

会

頭

小

山

喜

太

郎

(
推
進
協
議
会
委
員
)

で

お

元
是=主

ヌも

す

ヴー→5)I0000一一一昭和54年 2月1日 広 報

ー
、
老
人
を
い
た
わ
り
大
切
に
す
る
。

2
、
老
人
の
能
力
を
い
か
し
、
生
き
が
い
を
高
め
る
。

3
、

老

人

と

心

が

か

よ

う

ま

ち

づ

く

り
。

響
調
議
議

上
田
市
公
民
館
・
・
・
健
康
教
室
(
全
地
域
)

上
回
盆
地
の
民
話
(
神
川
、
塩
尻
地
区
)

城
南
公
民
館
・
:
楽
焼
教
室

川
西
公
民
館
・
:
郷
土
研
究
会
、
押
絵
、

講
習
会
、
健
康
体
操

盆
栽
等

、
日
か
ら
十
六
日
ま
で
実
施
し
、
予
備
日

は
、
四
月
十
九
日
・
二
十
日
の
二
日
間

。悼_"悼d悼_"悼_"悼
気役
軽所
にの
ニe イ士
相事
談に
〈つ
だい

さて
E、

〈
行
政
相
談
所
を
開
設
v

園
、
県
、
市
に
よ
る
合
同
相
談
所
を

次
に
よ
り
聞
き
ま
す
の
で
、
役
所
の
仕

事
な
ど
で
お
困
り
の
人
は
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

。
相
談
は
秘
密
を
守
り

無
料
で
す
。

と

き

H
H
二
月
十
五
日
同
午
前
日
時
か

ら
午
後
三
時
。

と
こ
ろ

1
上
回
西
武
百
貨
庖
(
無
料
の

駐
車
場
が
あ
り
ま
す
)

相
談
機
関

l
長
野
行
政
賞
察
局
、
長
野

一

児

童

手

当

の

一

向

請

求

は

山

…

早

目

に

…

…
手
続
き
し
よ
う
…

児
童
手
当
は
、
請
求
す
る
こ
と
に
よ

り
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
新
し
く
該
当

す
る
人
は
次
に
よ
り
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

〈
資
格
〉

1
、
十
八
歳
未
満
の
子
供
き
ん
を
三
人

ま
す
。

で
上
田
市
健
康
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。

。悼d悼_"悼_"悼δ悼O悼

地
方
法
務
局
、
関
東
信
越
国
税
局
、

上
小
地
方
事
務
所
、
上
回
建
設
事
務

所
、
小
諸
社
会
保
険
事
務
所
、
上
回

市
、
行
政
相
談
委
員
。

相
談
内
容

l
園
、
県
、
市
な
ど
役
所
に

対
す
る
苦
情
な
ど
で
す
n

以
上
育
て
て
い
て
、
そ
の
う
ち
一
人

以
上
が
義
務
教
育
終
了
前
(
中
学
校

を
卒
業
す
る
ま
で
)
の
子
供
き
ん
で

あ
る
こ
と
。

2
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
に
満
た
な

い
人
。

〈
手
続
き
の
方
法
〉

該
当
す
る
人
は
、
市
役
所
一
階
福
祉

事
務
所
社
会
課
(
窓
口
十
番
)
か
各
支

所
へ
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
預
金
通
帳

を
持
参
し
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
公
務
員
、
公
共
企
業
体
の
職



以
は
勤
務
先
へ
届
出
て
く
だ
さ
い

。

〈
支
給
額
V

二
人
以
し
し
の
子
供
さ
ん
の
う
ち
出
生

順
に
敏
え
て
、
三
人
目
以
降
の
義
務
教

育
終

f
前
の
子
供
さ
ん
一
人
に
つ
き

月
級
五
千
円
。

〈
支
給
方
法
〉

六
月
、
十
月
、
二
月
の
三
回
に
分
け

四
か
月
分
を
ま
と
め
て
、
受
給
者
の
普

通
民
金
口
座
(
郵
便
局
を
除
く
)
に
振

り
込
み
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
届
出
〉

住
所
を
変
え
た
と
き
、
家
族
内
に
異

動
が
あ
っ
た
と
き
は
届
出
て
く
だ
さ
い
。

ふ
A
M
b
A
M
A
M
ふ
A
u
a
A
M
ふ
ふ
ふ
ふ
A
M

民

控

り

で

国

料

な

じ

「

険

は

同

は

。

保

に

も

告

う

会

象

料

申

よ

社

対

険

定

し

「

め

保

確

ま

が

税

の

の

し

料

課

付

税

に

険

れ

納

得
、
つ
保
か
例

所

ょ

の

引

特

う

い

族

し

る

行

な

家

差

い

に

れ

や

ら

て

で

忘

身

か

れ

ま

を

自

得

さ

日

き

た

所

施

日

続

な

が

実

月

手

あ

額

在

3

の

た

全

現

・

り

」

つ

か

除

払

て

た

日

控

支

つ

ま

日

払

に

よ

月

支

年

に

ん

2
金

前

」

せ

年

除

ま

す

t: 昭和54年 2月 1日一一一一(6)ーえ

くらしを守るあなたの国民年金
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所得から控除されます保険料は、

最近、選挙についての質問や照会が多くありました。その中

から必要と思われるものを掲載しますので、参考にしてくださ

L、。

1. 年賀状に今年 4月の選挙に関連した事項の記載

r4月の選挙によろしく」と候補者等からの年賀状は、投票を

得ょうとする行為で事前運動とみられるおそれがあります。選

挙運動のできる期聞は、立候補の届出があった日から投票日の

前日までです。この期間以外は、選挙の前・後にかかわらずい

けないことにされています。

2 .候補者等が酒食を出す。

選挙に関係なくても酒食を選挙区内のものに出すことは禁止

されています。もし選挙に関係して出されたときは、罰金、徴

役、禁固などが科せられます。酒食のもてなしはその期聞の定

めはなく年中いつでも該当します。

3. 年始にタオルをもらった。

あきらかに寄付行為です。選挙区内のものに候補者等は寄付

をしてはいけないと規定されています。このほかノ、ヵキ、酒、

試供品なども対象となります。

4 .候補者の推薦会の通知がきた。

すでに候補者となる人が決められていて、団体や自治会の総

会で形式的に推薦を決めるような行為は違反となることがあり

ます。また、欠席した人に知らせることもいけません。 灯油プロパン情報協力唐販売価格(2月 5日以降)

5 .候補者等の看板。

選挙管理委員会の許可証のないものはすべて違反です

6 .寄付金

お祭りなどに寄付をして投票を得ょうとするような行

為は祭じられています。また、寄付を要求することもい

けません。

7 .後媛会と戸別訪問

後援会の仕事だけなら規制されませんが、後援会に名

をかりて、投票を得ようとする言動があれば戸別訪問と

なり違反となります。

〈
お
閉
会
せ
〉

福
祉
事
務
所
社
会
課
(
宮
@
四
一

O

O
内
線
三
七
八
有
線
②

O
八

O

二

一
一
月
十
五
日
に
二
月
分
が
支
給
さ
れ

ま
す
の
で
、
四
・
五
日
し
て
か
ら
口
座

を
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
。

傷
病
者
手
帳
(
特
項
か
ら
第
四
日
症
)

を
持
っ
て
い
る
人
に
、
五
十
四
年
度
の

国
鉄
乗
車
券
、
急
行
券
、
特
急
券
の
引

換
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
対
象
と

な
る
皆
さ
ん
は
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
印

鑑
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、
上
田
市
傷
痩

軍
人
会
の
各
支
部
長
さ
ん
の
と
こ
ろ
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
合
せ
〉

上
田
市
傷
痩
軍
人
会
長
久
保
田
繁

人
(
宮
@
二
三
七
二
)
市
役
所
福
祉
事

務
所
社
会
諜
(
宮
@
四
一

O
O内
線
三

七
八
有
線
②

O
八

O

二

※毎週月曜日は定j91J休館日になっています。
〈お問合せ〉上田市立図書館(含@0880)
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曜 月 日月日記 月 月 月 水路日 曜 月 月月 H水握 月 1H日t4 L 

Ou1 ~ Oi~ Oii 

整理末月

曜 日曜 日提
日

H長 月
月

祝日 月 臼
祝

痩末桜日 日 日 日 日 日 日日 日 日

2月、 3月の図書館休館日

…
戦
傷
病
者
の
皆
さ
ん
…

品

M
年

度

乗

車

券

明
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引

換

証
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山
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前年に支払われた保険料

定額 31，170円 (53年 1月-12月)

定額(前納) 31，970円 (53年 4月-54年 3月)

付加 35，970円 (53年 1月-12月)

付加(前納) 36，650円 (53年 4月一54年 3月)

農業者年金 34，440円 (53年 1月-12月)

今月は、 53年度 4期分(I月一 3月)の保険料の納期です。

保険料は、期限までに納めましょう。

選挙の知識

⑫ 
輸

育課、

公民館

図書

ター

む ね適

ロロロ 名 単 位 安値 両値

庖頭
540円 600円

灯 (540円) (620円)
18.e 650円

配達 594 円円
(594fIl) (650円)

油
200.e 配達

6，000 同円 6，66000 0円
(6，000fIl) (6，円)

5 町l'
1.500円円 1，630 円円

プロノfン (1; 500[1=1) (1， 630fIl) 

()内は 2月4日までのltIiデd曲物てす。
版抗出面申告に後動力、あったt~;{\'1阜、仏報うえたでお知りせしま九

ずれも

指 摘 事

した。
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おめでとう 20歳

市民会館と川西公民館で成人式

今年、成人となる 1，695人の市民の皆さんを祝う成人式が 1月15日、

市民会館と川西公民館で行われました。

市民会館では、振りそで姿もあでやかな女性が多く 、はなやかなふ

ん囲気の中で式が行われました。先輩にあたる消防音楽隊や青少年ホ

ームの皆さんが、吹奏楽を演奏したり、フォ ークダンスをひろうして

成人になる皆さんを祝いました。また、川西公民館では、 20歳の仲間

が企画した「意見発表Jiもちつき Jiフォークダンス」にみんなが参加す

る手づくり成人式が行われ、楽しい 1日を過ごしました。

...川西公民館では、みんなが参加し

て楽しいもちつきが行われました。

市民会館では約 900砂

人が参加して、はな

やいだふん囲気の中

て行われました。

I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 

定期監査の結果公表

上田市監査委員 池 ，τ-丁L. 

同 ~ ノ 田 d中じ，、 正

昭和53年 8月21日から昭和53年 12月20日までの聞に

行った定期監査の結果について次のとおり公表します。

1>監査の内容d

昭和52年度における予算の執行、事務処理の状況、

契約、公有財産および物品の管理状況などについて。

b監査の対象<l

民生部

国保年金謀、保健予防謀、清掃事務所

福祉事務所

福祉課、社会課(母子寮、点字図書館、相染問)、

保 育 課 (27保育園)、同和対策課、福祉事業センター

(西塩田事業所、 中塩田事業所、 )11西事業所)、

-・・・・・・・・・・・・・・・・・ A_ • • o. • • • • • . .. .. .. .. .. .. .. .. . .. .. • .. .. .. .. .. .. .・・・・・， . 

; b監査の結果寸

報恩察、老人福祉センタ一、産院、乳児院、川 西

社会福祉セ ンタ一、塩図解放会館、城南解放会館、

中央解放会館

教育委員会

学校教育課 (17小学校、 7中学校)、社会教育謀、

同和教育課、体育課、上田市公民館、城南公民館、

上野が丘公民館、塩田公民館、川西公民館、図書

館、博物館、山本鼎記念館、学校給食センター

各所管における財務に関する事務は、おおむね適

正に処理されているものと認めた。

また、抽出により現地監査を行ったが、いずれも

施設の管理状況は良好だった。

なお、それぞれの監査か所における細部の指摘事

項については、そのつど注意または改善を促した。

行政の多様化に伴い、ますます増大する事務処理

にあたっては、常に能率化に意を用い効率的執行に

配慮きれるよう望むものである。

年

」
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市民の声に
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